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●1.JPLTのプロトコールに従って術前化学療法を施行した新生児肝芽腫の１例 
大植孝治※，山中宏晃※，谷　岳人※，上原秀一郎※，米田光宏※，楠木重範，時政定雄，橋井佳子，太田
秀明，福澤正洋※ 
小児がん，45（3）：307-311，2008． 

●2.マススクリーニング施行世代の神経芽腫分布特性　─１歳代臨床発見例の検討から─ 
米田光宏※，井上雅美※，大植孝治※，太田秀明，窪田昭男※，河　敬世※，中山雅弘※，福澤正洋※ 
小児外科，40（9）：976-980，2008． 

●3.同種造血幹細胞移植後の小児患者におけるワクチン接種の現状　─小児白血病研究会（JACLS）におけ
るアンケート調査─ 
梅田雄嗣※，太田秀明，茶山公祐※，力石　健※，石田宏之※，渡邊修大※，松本公一※，原　純一※，鈴
木信寛※ 
日小血会誌，22（5／6）：340-346，2008． 

●4.胆道閉鎖症術後の肺高血圧症 
木村拓也※，井原欣幸※，佐々木隆士※，長谷川利路※，上野豪久※，小垣滋豊，虫明聡太郎，福澤正洋※ 
小児外科，40（1）：72-77，2008． 

●5.フォンタン型手術後の子どもの「生活機能」の検討　保護者へのインタビューより 
吉川彰二※，永井利三郎，小垣滋豊，福嶌教偉※ 
小児保健研究，67（2）：315-321，2008． 

●6.小児期肥大型心筋症全国調査結果 
西川俊郎※，佐地　勉※，唐澤賢祐※，寺井　勝※，市田蕗子※，塚野真也※，小垣滋豊， 
日本小児循環器学会学術委員会「小児期肥大型心筋症調査委員会」 
日本小児循環器学会雑誌，24（4）：572-574，2008． 

●7.肺移植待機期間中に非侵襲的陽圧人工呼吸を施行した原発性肺高血圧症の１症例 
井口直也※，西村匡司※，内山昭則※，藤野裕士※，南　正人※，小垣滋豊，真下　節※ 
麻酔，57（9）：1153-1156，2008． 

●8.小児心臓・肺移植適応例の実態調査から 
小野安生※，福嶌教偉※，高室基樹※，田村真通※，小林俊樹※，中西敏雄※，安田東始哲※，津田悦子
※，小垣滋豊，脇　研自※，石川司朗※，日本小児循環器学会臓器移植委員会ワーキンググループ 
日本小児循環器学会雑誌，24（6）：677-680，2008． 

●9.治療抵抗性の二次性副甲状腺機能亢進症児に対するマキサカルシトール静注治療の試み 
北岡太一，三浦弘司，窪田拓生，難波範行，平井治彦，中島滋郎※，大薗恵一 
大阪CAPD研究会会誌，p. 17-22，2008． 



●10.血清FGF23値測定によるＸ連鎖性低リン血症性くる病（XLH）の治療の最適化　　 
難波範行，窪田拓生，北岡太一，大薗恵一 
財団法人成長科学協会，31：159-161，2008． 

●11.『園・学校保健における病気を持った子供と医師のかかわりについて』アンケート調査結果 
藤丸李可※，稲田　浩※，木野　稔※，里裏健一※，塩見正司※，鈴木美智子※，高田慶応※，田川哲三
※，田邉卓也※，永井利三郎 
大阪小児科医会会報，146：15-21，2008． 

●12.乳幼児期発症のてんかん性脳症を呈するグルコース輸送担体１異常症（Glut-1異常症）における診断
及び臨床的研究 
柳原恵子※，今井克美※，永井利三郎，柳原　格※ 
てんかん治療研究振興財団研究年報，19：95-98，2008． 

●13.小児科医院の診察場面における乳幼児の啼泣と医療者・母親の乳幼児に対する援助の関係 
藤原千惠子※，宮野遊子※，絹巻　宏※，日野利治※，藤井　位※，山入高志※，寺田春郎※，永井利三郎 
外来小児科，11（3）：252-258，2008． 

●14.脳幹部海面状血管腫に合併した睡眠異常 
下野九理子，北井征宏，沖永剛志，加藤久美，毛利育子，谷池雅子 
脳と発達，2009（in press）． 

●15.対側病変を有する左半球広範性皮質形成異常に伴った難治性West症候群のてんかん外科治療 
青天目信※，下野九理子，沖永剛志，今井克美※，神尾範子※，最上友紀子※，新谷研，貴島晴彦※，加藤
天美※，永井利三郎，大薗恵一 
大阪てんかん研究会雑誌，19：45-55，2008． 

●16.線条体壊死で発症したグルタル酸尿症Ⅰ型の１例 
青天目信※，荒井　洋※，田川哲三※，酒井規夫 
特殊ミルク情報，44：13-15，2008． 

●17.レストレス・レッグズ症候群　─まだ認知されていない小児の不機嫌・睡眠異常の原因─ 
毛利育子，加藤久美，下野九理子，立花直子※，大薗恵一，谷池雅子 
脳と発達，40（6）：473-477，2008． 

●18.WS-1『小児呼吸器感染症診療ガイドライン2007』の問題点について 
五百井寛明※，藤井光弘※，山岸義晃，山口真也※，要藤裕孝※ 
小児科臨床，62（1）：132-135，2009．


